
実家の草刈り：「セルフ管理」vs「プロへの依頼」徹底比較

実家や空き家の草刈りを検討する際、自分でやるべきかプロに頼むべきか迷うポイントを、「メリット」と
「デメリット」の両面からひとつの表にまとめました。ご自身のライフスタイルや予算、現地の状況に合わ
せて比較するための判断材料としてご活用ください。

メリット・デメリット比較マトリクス

比較項目 セルフ管理（自分でやる場合） プロへの依頼（業者に頼む場合）

費用・コスト メリット

初期費用・実費（燃料・道具・ゴミ袋
等）のみで済むため、金銭的な表面コ
ストは最小限に抑えられる。 

デメリット

作業料金（面積や作業員数に応じた費
用）が発生する。ただし、遠方からの
交通費や時間を考慮すると実質的なコ
スパが良い場合も。 

時間・スケ
ジュール

メリット

業者のスケジュールを気にせず、自分
の都合の良いタイミングや休日の空い
た時間に自由に作業できる。 

デメリット

事前の予約や日程調整が必要。天候不
良などでスケジュールが変更になる場
合もある。 

移動・労力の負
担

デメリット

遠方の実家の場合、往復のガソリン
代・高速代や移動時間が大きな負担
に。特に夏場の屋外作業は熱中症やケ
ガのリスクが高い。 

メリット

現地に赴く必要がなく、貴重な休日や
移動時間を削らずに済む。体力的な負
担が一切かからない。 

仕上がり・安全
性

デメリット

家庭用の道具では広範囲や法面（斜
面）の草刈りに限界があり、不慣れな
草刈機による事故や切り残しのリスク
がある。 

メリット

プロの専用機材と技術により、安全か
つスピーディに美しい仕上がりが実現
する。写真報告対応の業者なら離れて
いても安心。 

道具・処分の手
間

デメリット

草刈機や防草シートの初期投資が必要
な上、刈った大量の雑草の分別・袋詰
め・処分に膨大な手間と時間がかか
る。 

メリット

道具の準備やメンテナンスが不要。刈
り取った草の処分（回収・ゴミ処理）
まで一括してお任せできる。 
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